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刊行にあたって

京都橘大学看護教育研修センター所長

梶谷佳子

　京都橘大学看護教育研修センターの事業は、2007年に認定看護師教育課程設置によって始まりました。皮
膚・排泄ケア分野では2016年度で270名の修了生を輩出しています。
　その後、本センターは、「看護職者の専門性を高め、その看護実践力を向上させるための教育研修を行い、
地域に貢献する看護職者を育成する」ことを目指し、活動を継続してきました。看護専門職の継続教育とし
て、看護研究支援、看護実践力の向上を目指すたちばなSIMの開催、通信教育課程看護学コース学修レポー
ト作成講座など、看護職のキャリアを開発するためのプログラムを企画・運営して参りました。活動実績も
増え、事業評価を行い、効果的なプログラムの開発を行う段階にきています。
　京都橘大学の設置母体である京都橘学園では2014年度から「マスタープラン2022」が始まりました。社会
のグローバル化と成熟化が進むなか、社会から学校に寄せられる期待はますます大きく、複雑になっていま
す。このような背景において、2022年までの将来像と実行プランが策定されました。このプランを「マスター
プラン2022」と言います。
　本センター事業は、地域連携としてマスタープランの一つに位置づくと言えます。学部教育では毎年約
100名の看護職を輩出しています。卒業後も知識・技術を高められるよう、一人一人が学び続けられる環境
や機会を作ることが重要だと考えます。その一助となれるようなプログラムを提供していきたいと考えてい
ます。また、本学卒業生のみならず、地域で活躍される看護職の方々の要請に応えられるような学習環境が
整えられればと願っております。このような形で教育や研究のフィールドである臨床の場を提供してくだ
さっている方々への恩返しができればと考えます。
　先述しました、たちばなSIMにおきましては、卒業生とともに勤務する看護職への門戸を開くことを考え
ております。また、看護研究支援事業の発展型活動として、専門部署における新たな知見を研究論文より深
く考察し、臨床の場において活用できるようなプログラム運用についても模索しております。さらに、通信
教育課程看護学コース学修レポート作成講座に用いるテキストを作成し、より効果的な学習を支援する取り
組みも進めております。
　看護職としてのキャリア開発のために、本センターを大いに活用して頂ければ幸いです。今後も地域に拓
かれた大学に附置するセンターとしての役割を意識しつつ活動の計画・実施・評価を行っていきたいと考え
ます。
　本年報は、本センターの活動報告をまとめたものです。活動が一人よがりとなりませんよう、忌憚のない
ご意見、ご助言をいただきますようお願いいたします。
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沿革

1）認定看護師教育課程　教員会

2007年度	
	 4月	 17日	 入試・入学状況と年間計画
	 11月	 27日	 修了判定会議と次年度入学までの予定確認および承認

2008年度
	 4月	 23日	 入試結果、入学状況、年間教育実施計画および次年度予定について内容の検討と承認
	 11月	 26日	 修了判定会議と次年度予定確認および承認

2009年度
	 4月	 22日	 2008年認定部審査結果、2009年度入試結果、入学状況と年間教育実施計画の検討
	 	 	 および承認
	 12月	 15日	 	2009年度生の修了判定会議、2010年度入試結果の確認および承認

2010年度	
	 4月	 21日	 2010年度入試結果、入学状況と年間教育実施計画の検討および承認
	 	 	 再修了試験不合格者に対する対応について審議
	 	 	 	修了生を含めた皮膚・排泄ケア認定看護師を対象としてフォローアップセミナー開催について検討

および承認
	 12月	 7日	 2010年度生の修了判定会議、2011年度入試結果の確認と承認

2011年度
	 4月	 27日	 2010年度修了報告および2011年度入試結果について確認と承認
	 	 	 年間教育実施計画の検討および承認
	 	 	 2011年度生の修了判定会議、2012年度入試結果の確認と承認
	 12月	 14日	 休学者が復学する場合の条件等について検討と承認

2012年度
	 4月	 18日	 2011年度修了報告および2012年度入試結果について確認と承認
	 	 	 	フォローアップセミナーを含む年間教育実施計画および皮膚・排泄ケア分野カリキュラム改訂につ

いて検討および承認
	 	 	 2012年度生の修了判定会議、2013年度入試結果の確認と承認
	 	 	 開講期間延長について審議
	 12月	 18日	 修業年限・課程の終始期・入学資格に関する規定改訂内容について審議および承認
	 2月	 14日	 	情報管理誓約書、教員会規定改訂について審議および承認、長期欠席規定については
	 	 （臨時）	 継続審議となる

2013年度
	 4月	 25日	 2012年度修了報告および2013年度入試結果について確認と承認
	 	 	 年間教育実施計画の検討および承認
	 	 	 2014年度５月開講について審議および承認

開催時期	 	 	 内　容
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2013年度
	 12月	 19日	 2013年度生の修了判定会議
	 	 	 実習不合格による再履修希望者について審議および承認
	 	 	 授業時間変更について審議および承認
	 	 	 授業時間に関する規定改定内容について審議および承認
	 	 	 2014年度入試結果の確認と承認

2014年度
	 4月	 23日	 2013年度修了報告および2014年度入試結果について確認と承認
	 	 	 年間教育実施計画の検討および承認
	 	 	 センター教員の社会貢献活動報告および2014年度の計画の報告
	 	 	 第4回フォローアップセミナー開催について検討および承認
	 12月	 9日	 2014年度生の修了判定会議、2015年度入試結果の確認と承認
	 	 	 2015年度教育期間の確認と承認

2015年度
	 4月	 22日	 2014年度修了報告および2015年度入試結果について確認と承認
	 	 	 年間教育実施計画の検討および承認
	 	 	 センター教員の社会貢献活動報告および2015年度の計画の報告
	 12月	 10日	 2015年度生の修了判定会議、2016年度入試結果の確認と承認
	 	 	 2016年度教育期間の確認と承認

2016年度
	 4月	 20日	 2015年度修了報告および2016年度入試結果について確認と承認
	 	 	 年間教育実施計画の検討および承認
	 	 	 皮膚・排泄ケア分野カリキュラム改訂について確認と承認
	 	 	 センター教員の社会貢献活動報告および2016年度の計画の報告
	 12月	 13日	 2016年度生の修了判定会議、2017年度入試結果の確認と承認
	 	 	 2017年度教育期間の確認と承認

開催時期	 	 	 内　容
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2）看護キャリア開発委員会
2012年度

  4月 16日 第１回看護キャリア開発委員会
  5月 7日 第２回看護キャリア開発委員会
  6月 7日 第３回看護キャリア開発委員会
  7月 3日 第４回看護キャリア開発委員会
  7月 31日 第５回看護キャリア開発委員会
  9月 19日 第６回看護キャリア開発委員会
  10月 16日 第７回看護キャリア開発委員会
  11月 20日 第８回看護キャリア開発委員会
 2013年 1月 16日 第９回看護キャリア開発委員会
  2月 19日 第10回看護キャリア開発委員会
  3月 19日 第11回看護キャリア開発委員会

2013年度

  4月 17日 第１回看護キャリア開発委員会
  5月 21日 第２回看護キャリア開発委員会
  6月 17日 第３回看護キャリア開発委員会
  7月 23日 第４回看護キャリア開発委員会
  9月 18日 第５回看護キャリア開発委員会
  10月 23日 第６回看護キャリア開発委員会
  11月 27日 第７回看護キャリア開発委員会
 2014年 1月 22日 第８回看護キャリア開発委員会

2014年度
  4月 23日 第１回看護キャリア開発委員会
  5月 29日 第２回看護キャリア開発委員会
  7月 23日 第３回看護キャリア開発委員会
  9月 17日 第４回看護キャリア開発委員会
  11月 4日 第５回看護キャリア開発委員会
 2015年 1月 6日 第６回看護キャリア開発委員会
  3月 5日 第７回看護キャリア開発委員会



2015年度
  4月 15日 第1回看護キャリア開発委員会
  5月 27日 第2回看護キャリア開発委員会
  7月 6日 第3回看護キャリア開発委員会
  9月 10日 第4回看護キャリア開発委員会
  10月 14日 第5回看護キャリア開発委員会
  11月 27日 第6回看護キャリア開発委員会
 2016年 1月 6日 第7回看護キャリア開発委員会
  2月 10日 第8回看護キャリア開発委員会

2016年度
  4月 5日 第1回看護キャリア開発委員会
  5月 23日 第2回看護キャリア開発委員会
  6月 20日 第3回看護キャリア開発委員会
  8月 3日 第4回看護キャリア開発委員会
  9月 21日 第5回看護キャリア開発委員会
  10月 24日 第6回看護キャリア開発委員会
  12月 2日 第7回看護キャリア開発委員会
 2017年 2月 15日 第8回看護キャリア開発委員会
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組織

2016年度

認定看護師教育課程　教員会（当該教育機関内委員）

梶　谷　佳　子　京都橘大学看護教育研修センター　所長
判　澤　　　恵　京都橘大学看護教育研修センター　准教授（皮膚・排泄ケア認定看護師）
宇　野　育　江　京都橘大学看護教育研修センター　講師（皮膚・排泄ケア認定看護師）
望　月　紀　子　京都橘大学看護学部看護学科　教授
伊　藤　恵美子　京都橘大学看護学部看護学科　准教授
神　﨑　光　子　京都橘大学看護学部看護学科　准教授
西　村　美　八　京都橘大学看護学部看護学科　専任講師

看護キャリア開発委員会

梶　谷　佳　子　京都橘大学看護教育研修センター　所長
河　原　宣　子　京都橘大学看護学部長
堀　　　妙　子　京都橘大学看護学部看護学科　教授（看護学科主任）
工　藤　里　香　京都橘大学看護学部看護学科　准教授
植　村　由美子　京都橘大学看護学部看護学科　専任講師
野　島　敬　祐　京都橘大学看護学部看護学科　専任講師
マルティネス　真喜子　京都橘大学看護学部看護学科　専任講師
深　山　つかさ　京都橘大学看護学部看護学科　専任講師
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認定看護師教育課程　

１．認定看護師教育課程研修について
　2016年度認定看護師教育課程皮膚・排泄ケア分野
では、2.8倍の受験倍率を経た30名が入学した。倍
率が上昇している理由として現在教育機関は全国で
6機関と最盛期に比し半数であることに加えて、皮
膚・排泄ケア分野は、診療報酬加算がつく実践内容
が多いという点も、医療施設からの応募増の一要因
と推測している。受験者は関東から沖縄まで範囲が
拡大している。遠方からの受験者でも合格した場合
は京都で学ぶ機会を選択してくれるようになった。
　本課程は2016年5月17日（水）に始まり12月16日

（金）を以って予定通りに約8か月の研修を終えた。
研修は実践の基盤知識となる講義と技術を磨く演習
を主としている。特に最近では技術的に浅い研修生
も見受けられるため演習を含めたグループワークを
増やす工夫で充実を図っている。
　座学で理論を含めた知識修得の後臨地実習を行っ
ている。ほとんどの研修生は実習をクリアしたが、
1名が臨地実習中過緊張によるものか精神的に不安
定な状況に陥り途中で離脱した。29名は修了試験を
経て修了となった。修了生は通算270名となった。

２．入学説明会実施
　3回目の開催で、2017年度受験を目指している人
たちを対象に7月に実施し、61名が参加した。研修
中の演習見学と応募要項記載上の注意点などを説明
した。2017年度の入学試験には説明会参加者の41名
が受験し、合格者は7名であった。

３．�修了者に対するフォローアップセミナー第
５回を開催した。

　2017年度からカリキュラムに医療安全管理が必須
科目として含まれることから1期生から8期生まで講
座がなかったため、テーマの１つは「医療安全」を、

他の1つは「職場における困りごとへの対処術」と
題して対人関係関連の内容を実施した。2つのテー
マは皮膚・排泄ケア認定看護師に限らない内容のた
め広く門戸を開放しすべての認定看護師を対象とし
た。
　参加者は126名でアンケート（回収率94%）では、
約90%が有意義だったと回答していた。中には、当
センター企画のセミナーはいつも内容が良いので楽
しみにしているとのコメントもあった。

４．�認定審査に対するフォローアップ研修につ
いて

　日本看護協会の認定審査は2017年5月18日に実施
される予定である。第10期修了生（2016年度）の認
定審査全員合格に向けて、フォローアップ研修を実
施予定（2月、3月、4月）である。
　実践で必要な知識を確実なものとすることをねら
いとして、修了生が相互に問題を作成、解答と解説
を行い、根拠を明確にして応用できるように取り組
んでいる。研修終了が12月であるため、認定審査ま
での5か月間臨床での確実な知識習得とモチベー
ションを維持し、自身の目標を自覚して取り組むよ
う指導している。

５．特別講演について
　米国JWOCNの会長Ms. Carolyn Watts先生を招
き、研修生と修了生に向けて「WOC Society:過去・
現在・未来」と題して講演会を開催した。（日本創
傷治癒学会に招聘され、先生の希望と企業の好意で
京都でも開催）。アメリカにおけるWOCNの活動と
将来性に対して知見を得ることができ、研修生から
も質問が多く出て有意義なものであった。
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６．教員の専門領域の活動について
Ａ．【判澤 恵】
　１） 京都橘大学看護学部4回生に、「ストーマケア」

および「高齢者の皮膚ケア」に関する講義を
2コマ実施（4月）

　２） 以下の関連学術集会に参加し、最近の知見や
情報収集を行い研修教育に活用した。

　　　① 第25回日本創傷・オストミー・失禁管理学
会（査読委員･評議委員）6月11･12日（金
沢市）研修生全員参加

　　　② 第18回日本褥瘡学会学術集会参加（9月2・
3日パシフィコ横浜）研修生全員参加

　　　　 評議委員及び日本褥瘡学会危機管理ネット
ワーク近畿褥瘡地方会京都府危機管理連絡
委員拝命

　　　③ 第46回日本創傷治癒学会（東大・真田会長）
に参加した。

　　　④ 第34回日本ストーマ・排泄リハビリテー
ション学術集会（2017年2月17・18日）名
古屋市　ランチョンセミナー司会を担当し
た。

　　　⑤ 日本褥瘡学会近畿地方会において第14回
（2017年）会長として2017年3月5日当該学
会を京都市内で開催。

　３） 「創傷ケア用品発売記念セミナー」において
記念講演を実施した。（12月大阪ストーマ・
創傷管理製品販売会社主催による）

　４） 京都民医連中央病院において、4回のストー
マ外来を実施した。

Ｂ．【宇野 育江】
　１） 洛和会音羽病院にて「排尿ケア外来」を実施

した。（2回／月）
　２） 以下の関連学術集会に参加し、最近の知見や

情報収集を行い研修教育に活用した
　　　①第29回老年泌尿器科学会学術集会（福岡）
　　　② 第25回日本創傷・オストミー・失禁管理学

会（石川）
　　　③ 第18回日本褥瘡学会学術集会（神奈川）
　　　④ 第46回日本創傷治癒学会学術集会（東京）
　　　⑤ 第15回日本フットケア学会学術集会（岡山）
　３） 2017年3月開催　第14回日本褥瘡学会近畿地

方会（京都）事務局長を担当
　４） 日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会

　京都滋賀ブロック　ストーマリハビリテー
ション講習会実行委員　兼　「ストーマケア
用品」に関する講義

　５） 日本コンチネンス協会　電話相談員として適
時電話相談に対応した

看護教育研修センター　准教授　
皮膚・排泄ケア分野　認定看護師　判澤　恵
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看護キャリア開発事業

■看護研究支援事業

　『看護研究支援』事業は、地域の看護職の支援を
目的に、2012年度に開講した。この事業には、4つ
のコースがある。〔ベーシックコース〕は、看護研
究の基本を学ぶコースである。〔プラクティスコー
ス〕は、院内の看護研究に取り組むことを支援する
コースである。〔アドバンスコース〕は、院外の学
会での発表や論文投稿をめざすことを支援するコー
スである。そして、2014年度から開講した〔院内看
護研究指導者コース〕は、院内研究を指導する立場
の看護職を支援するコースである。これらの4コー
スで、対象者の学習ニーズに応じ、看護研究の実施
を支援するプログラムを開講している（資料1参照）。
本年度は、〔ベーシックコース〕と〔院内看護研究
指導者コース〕を開講した。次に、本年度に開講し

たコース別に報告する。

１．ベーシックコース
１）プログラムの概要
　本コースのプログラムは、看護研究のプロセスに
添い、看護研究の基本について、7回で展開してい
る（資料1参照）。開講は5月～10月にかけ、各回90
分で展開している。担当者は、本学看護学部教員で
ある（表1参照）。受講者には、本コースで作成して
いるテキストを事前に配布している。

２）各回の受講者数
　受講者数は2～3名であり、そのうちすべて受講し
たのは2名である（表1参照）。

３）受講の目的、理解状況
　各回の受講アンケートをもとに、受講の目的、理
解できたこと、理解しにくかったこと、受講しての
感想をまとめた（表2）。受講者数が少ないため、回
答数は掲載しない。
⑴受講の目的
　受講目的は、「研究をするにあたっての基本的な
ことを学びたい」「基本から学びたい」に加え、「看
護研究を指導しなければならない」などであった。
看護研究の基本や、看護研究を指導するための知識
を学びたいという内容だった。

⑵理解できたこと
　理解できたことは、初回の〔現場における研究〕
では、研究の「意義」や「必要性」など、2回目の〔研
究テーマの設定〕では、「研究テーマを決めるため
の考え方」など、3回目の〔文献検索〕では、「文献
検索の実際の方法」など、4・5回目の〔文献講読〕
では「文献を読みとくためのポイント」「クリティー
クの方法」など、6回目の〔研究倫理と研究計画書〕
では、「倫理の大切さと言葉の選択」など、7回目の

〔研究のまとめ方、公表〕では、「発表における具体
的な注意点・ポイント」などが挙げられた。いずれ

表1　プログラムの概要および受講者数

開催日時 5月10日 6月7日 7月5日 7月19日 8月2日 9月6日 10月4日

担当者
（京都橘大学）

伊藤 伊藤 松本 竹下 竹下 植村 堀

受講者数 3名 2名 3名 3名 3名 2名 2名

7)研究のまと
め方、公表

1)現場にお
ける研究

2)研究テーマ
の設定

3)文献検索 4)文献講読 5)文献講読
6)研究倫理と
研究計画書

学習項目
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表２　アンケート概要

学習項目 アンケート項目 回答内容

研究をするにあたっての基本的なことを学びたい

職場で看護研究をしなければいけないので、基本から学びたい

研究をする意義や必要性について

テーマをしぼっていくということ

実践知を伝えること

理解しにくかったこと なし

研究を強いられているように感じていたが、自分の成長の機会と思えた

看護も研究もセンスが大切

教える先生が資料を作成する方が良い

少し研究に対してハードルが下がった

目的 看護研究の基礎を知るため

理解できたこと 研究テーマを決めるための考え方

理解しにくかったこと なし

臨床での気づきを大事に、研究に取り組んでいきたい

研究の事例が難しかった

よりよい研究をするため

文献検索でなかなかほしい情報が得られないので、方法を学びたかった

文献検索の実際の方法、文献として扱うべきもの

「研究」は、臨床で強いられている研究とはまた違うものだとわかった

理解しにくかったこと 研究の関連図の例がみたかった

パワーポイントと当日配布資料を同じにしてほしい

本来の研究をするのには、時間や業務の中で難しい

自身の学習のため

看護研究を実践するにあたり、基礎的知識を学びたい

文献講読の必要性

具体的に文献を読みとくためのポイント

理解しにくかったこと なし

クリティークを学ぶことにより研究をまとめていくうえで参考になった

文献を読むことが大切だとわかった

目的 研究における学習・知識を身につけるため

文献講読の方法を理解でき、研究執筆の注意点などもわかってきた

クリティークの重要性や方法

文献を実際に読むことで理解できること

理解しにくかったこと なし

感想 文献を読み込むことの大事さ

目的 現在行っている研究に活かしたい

理解できたこと 倫理の大切さと言葉の選択

理解しにくかったこと なし

感想 計画書の書き方の理解が深まった

目的 看護研究を実施するにあたって、参考にしたい

理解できたこと 発表における具体的な注意点・ポイント

理解しにくかったこと なし

発表にあたって心構えができた

内容が理解できた
感想

7)研究のま
とめ方、公

表

6)研究倫理
と研究計画

書

理解できたこと
5)文献講読

3)文献検索

目的

理解できたこと

感想

4)文献講読

感想

理解できたこと

2)研究テー
マの設定

目的

理解できたこと

感想

1)現場にお
ける研究

感想

目的
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の回でも、学習の重要ポイントがあげられた。
⑶理解しにくかったこと
　理解しにくかったことは、「なし」という回答が
多かった。
⑷受講の感想
　受講の感想は、「研究を強いられているように感
じていたが、自分の成長の機会と思えた」「臨床で
の気づきを大事に、研究に取り組んでいきたい」「計
画書の書き方の理解が深まった」「内容が理解でき
た」など、看護研究について興味を持ち、日々の看
護実践での気づきの重要性を改めて認識し、研究計
画書の理解などの理解を深めていると考えられた。
また、「本来の研究をするのには、時間や業務の中
で難しい」といった感想のように、研究を行う難し
さを感じている回答もあった。

４）まとめ
　受講の目的は、「研究をするにあたっての基本的
なことを学びたい」が多く、かつ、各回の受講生が
2～3人と少数だったことで、受講生のニーズにより
即した内容を展開できたと考えられた。
　一方、「看護研究を指導しなければならない」と
いった、研究の指導・支援の役割を担うために確認
を目的とした受講者もあった。本コースの受講修了
者には、実際の研究プロセスをサポートするコース
への受講を促し、研究の実施および指導へのサポー
トの必要性が考えられた。
　加えて、アンケートに、「本来の研究をするのには、
時間や業務の中で難しい」といった感想があった。
臨床現場での研究の実施にあたっては、限られた時
間（期間）、費用を考慮しなければならない。研究
の知識面ではなく、実際に研究を実施していくこと
に関するサポートの必要性が示唆された。
　また、全7回を受講した受講者が2名いた。各施設

の看護研究の取り組みの実際などの情報共有ができ
る機会があると、共に看護研究に取り組む推進力に
なる可能性も考えられた。
	 看護学部看護学科　専任講師　植村　由美子

２．院内看護研究指導者コース
１）プログラムの概要
　本コースは、次年度にむけて、院内研究で各部署
の円滑な研究活動をリード、サポートする指導者の
ための研修プログラムである。今年度は1名の参加
者であった。

２）受講の目的、理解状況
　参加者は所属する病棟で実施される看護研究の指
導者であり、「後輩の指導がうまくいかない」「文献
検索が難しい」と日頃感じており、「余裕を持った
研究計画とデータ収集をするための指導」の修得を
受講目的としていた。
　研修は90分×3時限行った。まずは研究の基本を
振り返るため、ベーシックコースで使用しているテ
キストを用いて研究のポイントを説明した。次に、
研究指導で重要である「テーマを絞る」ということ
に焦点をあて、研究初心者が看護研究に取り組む最
初の一歩の進め方として、日頃の疑問を話し合う方
法、研究計画書の完成度を高めるステップを紹介し
た。最後に、文献検索に困難を感じていたため、医
中誌、最新看護索引、Google Scholarによる文献検
索方法を解説し、実際に文献を検索した。
　参加者からは、「初めから研究計画書を書いても
らうことは初心者には難しく、共に話し合うことか
ら始めることが大切であるとわかった」「丁寧に文
献検索をしていこうと思う」といった反応が得られ
た。
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３）まとめ
　今年度の参加者は1名と少なかったが、その分、参
加者のニーズに合わせながらコースを展開すること
ができた。初めて研究をする看護職を指導すること
は、私たちが学生に研究を指導することと非常に似

通っている。この「初心者への指導」のポイントを伝
えること、かつ臨床でしか得ることのできないデー
タを、いかに研究に活かしていくかを考えることが、
今後の院内看護研究の発展につながるであろう。
	 看護学部看護学科　准教授　工藤　里香
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■たちばなSIM事業

　京都橘大学看護学部では、2012年度から卒業生に
対するキャリア開発事業として、シミュレーション
学習を中心とした研修プログラム『たちばなSIM』
を開催しており、今年で5年目となる。
　参加した卒業生は、日々、忙しく臨床現場で働く
ナースだが、『たちばなSIM』では、学生に戻り、
学ぶことを楽しんでいる様子が印象的である。懐か
しい学び舎で、懐かしい教員が出迎える。受講者は
同じ学部の卒業生ばかりで、共通の思い出がある
人々。明るい雰囲気で、リラックスして研修を受け
ることができる環境を作り出しているのが、本プロ
グラムの大きな特徴である。それぞれの受講者に
とっては、職場での看護実践や、悩みや戸惑いを気
兼ねなく、安心して語り合える機会にもなっている。
　本研修のプログラムの構成は、レクチャー→スキ
ルトレーニング→シミュレーション→デブリーフィ
ングとなっており、受講者が日々の看護実践での疑
問を解決しながら、自己の看護実践のリフレクショ
ン（振り返り）ができるようにデザインされている。

　今年度のプログラム内容は、毎年、好評である「循
環機能のフィジカルアセスメント」、「呼吸機能の
フィジカルアセスメント」と、新たな試みとして、
一般病棟でよく起こる出来事、いわゆる“あるある”
を取り上げた「急変対応（転倒/窒息）」とした。
　第1回の「循環機能のフィジカルアセスメント」
では、心電図モニター波形の理解に関するミニレク
チャーの後、グループに分かれて電子黒板（Big 
Pad）に映し出された心電図モニターの波形を判読

表１　2016年度　「たちばなSIM」プログラム

回 開催日時 テーマ・内容 担当 場所 受講人数

1

5/15

（日）

10：00～

16：00

「循環機能のフィジカルアセスメントと看護」

１）講義：不整脈と心電図について

２）ワーク：異常波形の判読

３）講義：心不全患者のフィジカルアセスメントと看護

４）シミュレーション

鈴木、野島、工藤、加藤、

角地、マルティネス

清優館

第1実習室
12名　　　

2

6/5（日）

10：00～

16：00

≪オー

プンキャ

ンパス≫

「気管挿管・呼吸音聴取トレーニング」

１）講義：呼吸のフィジカルアセスメント

２）呼吸音聴取トレーニング

３）気管挿管介助トレーニング

野島、鈴木、内田、中西、

深山、マルティネス

清優館

第1実習室
９名

3

7/31

（土）

10：00～

16：00

≪オー

プンキャ

ンパス≫

「急変対応」

１）シミュレーション①：「転倒」

２）シミュレーション②：「窒息」

マルティネス、野島、鈴木、

木村

角地

（京都第二赤十字病院）

平井

（名古屋市立大学大学院）

清優館

第1実習室
10名

図１　講義の様子
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していくトレーニングを実施した。臨床現場では
じっくり心電図モニターをみて考える時間や余裕は
ないため、このような機会は受講者の学び直しに
とって大きな意義があると考える。分からないとこ
ろは、もう一度再生をし、受講者同士で教え合いも
行われていた。少人数制であるため、質問しやすい
雰囲気を作ることができていた。ディスカッション
の中では、ただモニター波形を判読するだけでなく、
実際の疾患や症状と結び付けたり、そのような患者
と関わったことのある受講者の経験を共有したりし
ていた。
　午後からは、シミュレータを用いて、循環器疾患
患者への対応シミュレーションを行った。
　シミュレーション後のデブリーフィングでは、自
分の考えを述べたり、他者からの意見を聞いたり、
自由に意見交換する中で、自己の実践や思考のパ
ターンに改めて気づくことができる機会となってい
た。「今さら聞けない」「じっくり振り返る時間がな
い」といったような臨床現場では、経験できにくい
リフレクションの場となっていた。
　第2回の「気管挿管・呼吸音聴取トレーニング」
では、タスクトレーニング中心の内容とした。臨床
現場では毎日、呼吸音聴取を行っている。しかし、

卒業生の声として「副雑音をしっかり聞き分けられ
ていない」、「患者さんの疾患や看護のケアに活かせ
ていない」などが挙がっていた。そこで、本研修と
して「呼吸音とは」という基礎から学び直すという
内容を企画した。まず、レクチャーを通じて、いま
さら聞けない呼吸の基礎について受講者で知識の再
確認・整理、共有を行った。その後、シミュレータ
を用いて、正常呼吸音や異常呼吸音の聴取を、何度
も何度も受講者の気が済むまで行った。受講者は、
臨床での経験や疾患と関連させながら呼吸音聴取を
行っており、日々の実践につながるトレーニングの
機会となっていた。
　続いて、気管挿管介助トレーニングでは、医師が
行うことが多い気管挿管を、受講者も医師役として
行った。気管挿管を行う立場から、どのような介助
が必要とされるのか、経験から学ぶことに繋がって
いた。受講者は交代で何度もトレーニングを行い、
必要な知識や技術は何かについて考えていた。納得
するまで何度も練習できるのは、失敗が許されるシ
ミュレーションならではであり、失敗しても構わな
いという安全な学習環境を提供することができた。
　第3回の「急変対応（転倒/窒息）」では、病棟で、

“あるある”な状況設定で行った。学習効果を上げ

	

図３　挿管介助のトレーニング

図２　モニター波形の判読
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るために重要なフィデリティ（忠実性）を高めるた
め、実習室に工夫を凝らし、リアルな模擬病室を再
現した。夜勤中の設定とし、教員が模擬患者となっ
てシミュレーションを行った。一般病棟で起こりや
すい患者の転倒場面、食事中の窒息場面を取り上げ
たシミュレーションだったため、自身の経験に基づ
いて対応する姿もあった。実際の病室に近い環境で
夜勤中という設定のため、照明をおとして行った。
そのため、受講者は緊張感をもってシミュレーショ
ンを行うことができていた。受講者はシミュレー
ションの設定について、「リアルで焦った」、「頭で
は分かっていても、緊張するとあんなに出来ないと
は思わなかった」などと述べており、体験して学ぶ
ことの重要性が改めて確認できた。そして、受講者
はシミュレーションを通して、とっさの判断、最優
先にすべきこと、メンバーへの連絡方法など、自身
の行動を再度じっくり振り返る機会となっていた。
デブリーフィングでは、基本的な知識を振り返りな
がら、患者にとって安全・安楽な対応、急変の場面
でも“患者によりそう”対応について、活発な意見
交換がなされていた。
　今年度は、受講者に事前アンケートと事後アン
ケートを実施した。

事前アンケートでは、本研修に参加した動機、本研
修に期待することを尋ねた。事後アンケートでは、
①本研修は興味を引く内容であったか、②本研修は
日々の仕事の役に立ちそうな内容だったか、③本研
修を受講して、やればできそうだと思えたか、④本
研修を受講しての満足度の4項目を「ARCS動機づ
けモデル」を参考に設定し、プログラム評価とした。
また、事前アンケートで尋ねた、本研修への期待は
応えられたかどうか尋ねた。受講前に事前アンケー
トを提示した目的は、明確な意図、目的をもって受
講してもらうことが、学習効果を高めることにつな
がるとともに、受講後の自己の変化にも気づいても
らいやすいためである。事前アンケート結果の内容
としては、受講動機として「プリセプターになり、
教える立場として基本的知識を再確認したいから」、

「基礎知識を身につけるため」、「自信がないから」
という内容が多くみられ、本研修受講によって「基
礎知識を復習する」、「アセスメント能力を身につけ
る」、「根拠を持って考えられるようになる」ことを
期待されていた。事後アンケート結果①～④の項目
は、概ね“そう思う”と評価され、事前に期待した
ことは、受講により応えられた、と評価されていた。
アンケート結果から、受講者が参加してよかったと

図４　転倒場面のシミュレーション

図５　実践を振り返る（デブリーフィング）
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思えるプログラムであったのではないかと考えられ
るが、今後も、より一層魅力あるプログラムを提供
できるよう、教員間で協力、研鑽していきたい。
　日々、臨床現場で様々な困難に向き合い、看護の
魅力を見失いそうになることもあるかもしれない
が、そんな時は、『たちばなSIM』に来てほしい。
知識や技術の再確認ができ、自分の看護実践を仲間
とともに振り返り、看護の楽しさを再確認できる場

がここにある。看護師としてこれからも病と闘う
人々の支えになり、専門職者としてキャリアアップ
していく卒業生たちを支える場づくりにこれからも
取り組んでいきたい。

	 京都橘大学看護学部　専任講師　野島　敬祐　

	 深山　つかさ

	 マルティネス　真喜子
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２．受講者数
　受講者数は、A日程は10～13名で3グルー プ編成、

３．受講の目的、理解状況
　通信教育課程看護学コース 学修成果レポート作
成サポート講座受講時のアンケート調査をもとに、
受講の目的、講座で理解できたこと、理解しにくかっ
たこと、受講した感想をまとめた。アンケート調査
の回答数はA日程のSTEP1が17、STEP2が8、B日
程のSTEP1が8、STEP2が6だった。複数の内容の
ものは、分けて集計した。また、各項目の無回答は、
削除した。

　『看護学コース履修者のための学修成果レポート 
作成サポート講座』は、本学健康科学部心理学科通
信教育課程で看護学コースの科目等履修で単位取得
した学生が、大学評価・学位授与機構に学位申請の
ために提出する学修成果レポート作成のスタートを
支援するための研修として、2013年度から開始した。
2013年度は個人指導としたが、2014年度からは、受
講者が主体的にレポート作成に取り組めるよう、グ
ループ演習を中心に展開している（資料3参照）。

■通信教育課程看護学コース学修成果レポート作成サポート講座

B日程は5～8名で2グループ編成とした（表2参照）。
各グループの人数は、3～5名であった。

１）受講の目的
　受講目的は、表3のように、STEP1では「レポー
トの書き方がわからないため」「1人でのレポート作
成に不安があったため」が多く、STEP 2では「テー
マ内容の具体的指導がほしい」「1人でのレポート作
成に不安があったため」が多かった。本講座は、レ
ポート作成のステップに添い展開しており、受講生
は、講座のゴールに向かい、レポート作成に取り組
んでいたと考えられた。

１．プログラムの概要
　本講座のプログラムは、レポート作成のプロセス
に添い、STEP1≪テーマを絞る≫、STEP2≪レポー
トのアウトラインの作成≫の2回で、グループで学
習する。開講時期は、5～6月であり、各STEPの間
は１ヵ月あけ、受講者が課題意識を持って取り組め
るようスケジュールを設定している。担当者は、本
学教員ならびに、通信教育課程を担当する教員であ
り、STEP1 STEP2、ともに同じ受講者を担当する
ようにしている（表1参照）。

表２　受講者数とグループ数
日程 時間 受講者 グループ数

STEP1
Ａ日程：5月17日（火） 10：45～16：15 13名 3
Ｂ日程：5月26日（木） 13：00～16：15 8名 2

STEP2
Ａ日程：6月14日（火） 10：45～16：15 10名 3
Ｂ日程：6月23日（木） 13：00～16：15 5名 2

表１　プログラムの概要

STEP1：≪テーマを絞る≫
10：45～12：15 論理的思考について（講義） 講師：梅本

13：00～16：15（休憩15分含） レポート作成にむけたグループワーク（演習）
Ａ日程講師：�植村、伊藤、鈴木
Ｂ日程講師：梶谷、鈴木

STEP2：≪レポートのアウトラインの作成≫

13：00～16：15(休憩15分含) レポート作成にむけたグループワーク（演習）
Ａ日程講師：�植村、伊藤、鈴木
Ｂ日程講師：梶谷、鈴木
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２）本講座で理解したこと 　
　本講座で理解できたこととして挙げられたのは、
表4のように、STEP1では「テーマの絞り方」「文
章の書き方」「レポートの書き方」が多く、STEP2

では「レポートのアウトライン」「レポートの内容」
が多かった。各STEPのゴールに加え、学位取得の
ため、論理的な文章を書くことの必要性の理解が大
きかった。

表3　受講の目的

STEP1 STEP2

回答 数 回答 数

・レポートの書き方が分からないため 8 ・レポート内容の具体的指導がほしい 5

・ 1人でのレポート作成に不安があったた
め

4 ・ 1人でのサポート作成に不安があった
ため

5

・学士申請に向けて準備のため 2 ・ step1が良かったから 1

・キャリアアップのため 1 ・レポートの書き方が分からないため 1

・同じ境遇の方と話したいから 1 ・仕事にも役立つと考えたから 1

・単位習得に向けてのモチベーションを維
持するため

1 ・学士申請に向けて準備のため 1

・テーマの妥当性についての意見がほし
かった

1

表4　理解したこと

STEP1 STEP2

回答 数 回答 数

・テーマの絞り方 7 ・レポートのアウトライン 8

・文章の書き方 7 ・テーマの選定 2

・レポートの書き方 5 ・レポート作成の注意点、 1

・文献の探し方 3 ・内容の方向性 1

・学士取得までに行うべきこと 3 ・レポート作成の時間配分 1

・論理的思考 2 ・文献の書き方 1

・レポートのアウトライン 2

・グループで支えあう必要性 1

３）本講座で理解しにくかったこと
　本講座で理解しにくかったことは、表5のように、

「とくになし」という回答が多かった。少数ではあ
るが、STEP1では「アウトラインの絞り込み」、
STEP2では「具体的なイメージができない」など、

各STEPのゴールに到達しないと読み取れる回答も
あった。事前の準備の周知の不足があったことや、
本講座の主目的ではない、学位授与機構への申請の
事務的手続きなどへの助言等に時間を費やしたこと
も原因と考えられ、次年度への課題となった。
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４）受講した感想 　
　受講した感想は、表6のように、STEP1では「グ
ループワークで、仲間の意見が聞けて・励ましあえ
てよかった」「丁寧・わかりやすい指導だった」が
多く、STEP2では「レポート作成のサポートをもっ
としてほしい」「頑張ってレポート作成したい」「丁
寧・わかりやすい指導だった」が多く、講座に好意

的な意見が多かった。
　その他、本講座の学習形態の意見として、グルー
プワークへの肯定的意見が挙げられており、本講座
のねらいと合致していた。一方、レポート作成のプ
ロセスのサポートを要望する意見が多く、受講生の
サポート作成の不安が大きいと考えられ、次年度に
向けた課題である。

表６　受講した感想

STEP1 STEP2

回答 数 回答 数

・グループワークで、仲間の意見が聞け
て・励ましあえてよかった

5 ・レポート作成のサポートをもっとしてほ
しい

4

・丁寧・わかりやすい指導だった 4 ・頑張ってレポート作成したい 3

・何となくわかった 3 ・丁寧・わかりやすい指導だった 3

・STEP2以降もフォローしてほしい 2 ・レポートで書く内容を話してアドバイス
をもらい、具体的になった

2

・文章の書き方の講義が大変興味深く勉
強になった

1 ・前回と同じ先生に指導、アドバイスい
ただけて良かった。

1

・レポート完成まで頑張ろうという意欲が
高まる講座だった

1 ・レポートの書き方を詳しく教えて欲しい 1

・レポート・小論文の意味が理解できない
ので、教えて欲しかった。

1

・考えがまとまった 1

・グループワークの具体的な内容を提示
してもらえたら、準備ができた

1

・学士を取得することが、これからの生き
方に役立つと信じている

1

表５　理解しにくかったこと

STEP1 STEP2

回答 数 回答 数

・とくになし 4 ・とくになし 4

・アウトラインの絞り込み 1 ・学位授与機構への申請の仕方 2

・テーマの絞り込み 1 ・具体的なイメージができない 1

・自分の思考の整理 1 ・わからないことがわからない 1

・結論 1

・言いたいことを文章にすること 1
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４．まとめ
　本講座のプログラムは、レポート作成のステップ
に添い、2ステップの間に1ヵ月あけ、展開している。
1）受講目的は、これまであまり学習機会がなかっ
たレポートの書き方やレ ポートテーマの設定に関
するものが多く挙げられた。また、2）受講して理
解できたことは、STEP1では「テーマの絞り方」「文
章の書き方」「レポートの書き方」、STEP2では「レ
ポートのアウトライン」など、STEP1、STEP 2で
設定したゴールに概ね到達したと考えられる回答が
多かった。受講生の動機やレポート作成の進捗の目
安となるプログラムだと考え、次年度もほぼ同じ形
態で開講することを考えている。
　本講座の学習形態は、3～5人の受講者グループに
担当講師が1人つく、グループ学習を基本としてい
る。また、STEP1、STEP 2の担当講師は、変わら
ないようにしている。4）受講した感想は、「グルー
プワークで、仲間の意見が聞けて・励ましあえてよ
かった」「丁寧・わかりやすい指導だった」など、「同
じ境遇」の仲間や担当講師とのディスカッション、
出会いが、レポート作成に効果的だったことがうか
がえる。本講座で、通信教育のe-learningでは得ら
れないものを学び、学士申請の動機づけの強化につ
ながったと考えられる。年々看護学コース科目等履
修で単位取得学生の増加により、本講座の受講者数
の増加が想定される。そのため、引き続き学習サポー
トの教育環境（人的・物的）の整備が必要である。
　本講座の課題として、課題として、以下3点が挙
げられた。1つ目は、学士申請に必要な事務手続き

や文献検索の説明に時間がかかり、講座の主目的の
ディスカッションの時間が少なくなっていることで
ある。そのため、次年度は、講座前に、学士申請に
必要な事務手続きに等に関しては通信課程による、
文献検索は図書館司書による、web講座を開講する
予定である。そして、受講生に、事前に学位申請や
レポート作成に必要な情報を主体的に得てもらうこ
とで、講座の主目的に取り掛かる時間を確保して、
受講生が各STEPのゴールに到達するように整備し
ていく予定である。2点目は、レポート作成につい
てである。現在、「論理的思考について」の講義を
しており、受講者の理解度もよい。そこで、次年度
は、「論理的思考について」を担当する講師に、レポー
トの書き方も含めた内容で講義をしていただくよう
調整を行っている。これにより、受講者のレポート
作成の概略を理解することを狙う。3点目は、レポー
ト作成へのサポートの充実の検討である。受講生か
らは、レポート作成までのサポートを要望する意見
が多い。しかし、担当講師のマンパワーの都合上、
これ以上のレポート作成のサポートのプログラムを
設定することが難しい現状である。そこで、対策と
して、各STEPで実施する内容をより詳細に提示す
ることで、受講者の準備性を高め、講座のゴールに
到達できるよう、整備を行っていく予定である。ま
た、レポート作成の参考になるテキストを作成する
予定である。
	 看護学部看護学科　専任講師　植村　由美子
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に
な
ら
れ
る
方
が
，
研
究
の
基
礎
を
学
び
直
し
，
今
後
の
研

究
の
準
備
・
助
走
と
し
て
，［
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
］
を
展
開
し
て
い
ま
す
．

　
ま
た
，
こ
の
コ
ー
ス
で
学
ば
れ
た
後
に
，
我
々
が
実
際
の
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
［
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
コ
ー
ス
］

や
［
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
］
に
お
い
て
，
よ
り
実
践
的
に
研
究
を
学
ぶ
こ
と
で
，
研
究
の
『
技
』
を
段
階
的
に
習

得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
お
薦
め
で
す
．

京
都
橘
大
学
看
護
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

資料１
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29

ベ
ー
シ
ッ
ク

コ
ー
ス

研
究
を
行
う
準
備
段
階
で
，
看
護
研
究
の
基
礎
を
学
び
，
実
際
の
研
究
の
土
台
と
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
．

研
究
の
初
心
者

大
学
で
の
開
講
へ
の
個
人
の
申
込
，
施
設
へ
の
講
師
派
遣
の
申
込
が
可
能
で
す
．
学
習
項
目
を
選
択
し

て
受
講
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
．

個
別
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
，
専
門
的
な
指
導
・
支
援
を
受
け
て
実
際
に
研
究
を
行
い
，
院
内
発
表
を

行
う
レ
ベ
ル
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
．

ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
，
ま
た
は
看
護
協
会
等
で
看
護
研
究
の
基
礎
に
つ
い
て
，
既
に
学
習
さ
れ
た
方
が

対
象
で
す
．

大
学
で
の
開
講
へ
の
個
人
の
申
込
，
施
設
へ
の
講
師
派
遣
の
申
込
が
可
能
で
す
．

※
受
講
に
あ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
送
受
信
環
境
を
整
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
．

回
数

開
催
時
期

時
間

学
習
項
目

学
習
内
容

形
態

担
当

大
学
開
催

講
師
派
遣

備
考

大
学
内

施
設

受
講
料

定
員

受
講
料

定
員

1
5月
10
日（
火
）

14
：
45

～
16
：
15

施 設 と 講 師 と ス ケ ジ ュ ー ル 調 整 し て 開 催 時 期 を 決 定

90
分
1）
�現
場
に
お
け
る

研
究

①
研
究
の
意
義

講
義

専 任 講 師 以 上 の 専 任 教 員

1人
6,
00
0円

40 名 申 込 順

50
,0
00
円

（
別
途
交
通
費
）

30
名

②
研
究
プ
ロ
セ
ス
と
構
造

③
研
究
論
文
の
構
造
と
種
類

2
6月
7日
（
火
）

14
：
45

～
16
：
15

90
分
2）
�研
究
テ
ー
マ
の

設
定

①
研
究
テ
ー
マ
の
考
え
方

講
義

1人
6,
00
0円

50
,0
00
円

（
別
途
交
通
費
）

②
研
究
テ
ー
マ
と
研
究
の
枠
組
み

3
7月
5日
（
火
）

90
分
3）
文
献
検
索

①
文
献
検
索
の
意
義

講
義

1人
6,
00
0円

50
,0
00
円

（
別
途
交
通
費
）

①
～
③
文
献
検
索
は
，
原

則
と
し
て
，
講
師
派
遣
の

場
合
も
京
都
橘
大
学
内
で

開
催
し
ま
す
．

②
文
献
検
索
の
方
法

③
文
献
検
索
の
実
際

演
習

4
7月
19
日（
火
）

90
分

×
2

4）
文
献
講
読

①
文
献
講
読
の
意
義

講
義

2回
分

1人
12
,0
00
円

2回
分

10
0,
00
0円

（
別
途
交
通
費
）

・
�第
4-
5
回
は
，
両
方
を

受
講
し
て
く
だ
さ
い
．

②
文
献
の
構
造
と
読
み
方

5
8月
�2
日（
火
）

14
：
45

～
16
：
15

5）
文
献
講
読

①
文
献
講
読
の
実
際

演
習

6
9月
6日
（
火
）

14
：
45

～
16
：
15

90
分
6）
�研
究
倫
理
と
研

究
計
画
書

①
�研
究
に
お
け
る
倫
理
と
そ

の
配
慮

講
義

1人
6,
00
0円

50
,0
00
円

（
別
途
交
通
費
）

②
�研
究
倫
理
委
員
会
の
意
義

と
役
割

③
研
究
計
画
書
の
意
義

④
研
究
計
画
書
の
構
造

7
10
月
4日
（
火
）

14
：
45

～
16
：
15

90
分
7）
�研
究
の
ま
と
め

方
，
公
表

①
研
究
成
果
の
公
表
の
意
義

講
義

1人
6,
00
0円

50
,0
00
円

（
別
途
交
通
費
）

②
�研
究
論
文
・
抄
録
の
ま
と

め
方

③
発
表
の
種
類
と
ポ
イ
ン
ト

④
発
表
の
マ
ナ
ー

大
学
内
開
催
は
各
日
程
2週
間
前
ま
で
，
講
師
派
遣
は
20
16
年
7月
29
日
（
金
）
ま
で
申
込
受
付
（
必
着
）

回
数
開
催
時
期

時
間

学
習
項
目

学
習
内
容

形
態

担
当

定
員

受
講
料

備
考

合
計
7回

受 講 者 及 び 施 設 と 講 師 と ス ケ ジ ュ ー ル 調 整 し て 開 催 時 期 を 決 定

1回 90
分

1）
研
究
テ
ー
マ
の
設
定

①
�日
常
の
疑
問
か
ら
研
究
テ
ー
マ
の

焦
点
化

個
別

指
導

研 究 テ ー マ に 応 じ た 専 門 領 域 の 専 任 講 師 以 上 の 専 任 教 員

20
テ
ー
マ

1テ
ー
マ

　
50
,0
00
円
／
年
度

施
設
へ
の
講
師
派
遣
の

場
合
，
別
途
［
交
通
費

×
回
数
分
］
が
必
要
で

す
．

・
�進
度
や
施
設
の
状
況
に

よ
り
，
年
度
を
跨
ぐ
指

導
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
．

・
�電
子
メ
ー
ル
等
で
の
指

導
も
含
み
ま
す
．

7）
デ
ー
タ
の
分
析
方
法

は
，
講
師
派
遣
の
場
合
で

も
，
必
要
に
応
じ
て
，
京

都
橘
大
学
内
で
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
．

2）
文
献
検
索
・
レ
ビ
ュ
ー

①
�研
究
テ
ー
マ
に
関
連
し
た
文
献
検

索
と
レ
ビ
ュ
ー

②
�研
究
テ
ー
マ
の
背
景
，
動
向
，
位

置
づ
け
の
確
認

3）
研
究
デ
ザ
イ
ン
・
方
法

①
�研
究
テ
ー
マ
に
適
し
た
研
究
デ
ザ

イ
ン
・
方
法
の
選
択

4）
研
究
に
お
け
る
倫
理
的
配
慮

①
�研
究
テ
ー
マ
，
方
法
に
基
づ
く
倫

理
的
配
慮

②
�研
究
倫
理
委
員
会
の
審
査
の
た
め

の
準
備
と
結
果
へ
の
対
応

※
研
究
倫
理
委
員
会
で
の
審
査

※
�院
内
あ
る
い
は
本
学
の
研
究
倫
理

委
員
会
で
の
審
査

5）
研
究
計
画
書
の
作
成

①
�研
究
テ
ー
マ
に
基
づ
く
研
究
プ
ロ

セ
ス
の
確
認
と
研
究
計
画
書
の
作

成

6）
研
究
デ
ー
タ
の
収
集

①
�倫
理
的
配
慮
に
基
づ
く
デ
ー
タ
収

集
の
支
援

7）
デ
ー
タ
の
分
析

①
�研
究
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
く
収
集

デ
ー
タ
の
分
析

8）
研
究
の
ま
と
め
方

①
抄
録
の
構
成
と
作
成

9）
研
究
発
表

①
発
表
媒
体
・
方
法
の
選
択

②
発
表
用
資
料
の
作
成

③
発
表
原
稿
の
作
成

④
質
問
と
そ
の
対
応
（
マ
ナ
ー
）

20
16
年
7月
29
日（
金
）
ま
で
申
込
受
付（
必
着
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
翌
年
度
に
引
き
続
き
受
講
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
，年
度
毎
に
申
込
が
必
要
で
す
．

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

コ
ー
ス

研
修
の
ね
ら
い

研
修
の
対
象

研
修
の
申
込

研
修
の
ね
ら
い

研
修
の
対
象

研
修
の
申
込

～
1 

 ：
16
：
30

8
00

14
：
45

～
16
：
15

・
受
講
申
込
は
、
個
人
で
も
施
設
経
由
で
も
可
能
で
す
。

・
	施
設
経
由
の
場
合
は
講
師
の
施
設
派
遣
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
受
講
料
と
は
別
に
交
通
費
と
し
て
実
費

相
当
額
（
大
学
か
ら
施
設
ま
で
の
交
通
費
。
タ
ク
シ
ー
利
用
の
場
合
は
往
復
タ
ク
シ
ー
料
金
等
）
を
お

支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
施
設
へ
の
講
師
派
遣
の
場
合
、
別
途
契
約
書
を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
、
納
入
さ
れ
た
受
講
料
金
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、郵
送
、F
ax
、E
-m
ai
lに
て
担
当
事
務
宛
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

・
受
講
料
金
は
、
受
講
申
込
後
、
担
当
事
務
よ
り
支
払
方
法
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

申 込 に 関 し て

個
別
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
，専
門
的
な
指
導
・
支
援
を
受
け
て
実
際
に
研
究
を
行
い
，外
部
の
研
究
会
・

学
会
で
発
表
す
る
レ
ベ
ル
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
．

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
コ
ー
ス
で
実
施
し
た
研
究
に
限
っ
て
，
外
部
学
会
発
表
，
学
会
誌
等
へ
の
投
稿
論
文
の

作
成
を
支
援
し
ま
す
．

大
学
で
の
開
講
へ
の
個
人
の
申
込
，
施
設
へ
の
講
師
派
遣
の
申
込
が
可
能
で
す
．

※
受
講
に
あ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
送
受
信
環
境
を
整
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
．

次
年
度
に
む
け
て
，
院
内
研
究
で
各
部
署
の
円
滑
な
研
究
活
動
を
リ
ー
ド
，
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
の
た
め

の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
．

部
門
・
部
署
の
研
究
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
る
方
が
対
象
で
す
．

大
学
で
の
開
講
へ
の
個
人
の
申
込
が
可
能
で
す
．

回
数
開
催

時
期

時
間

学
習
項
目

学
習
内
容

形
態

担
当

定
員

受
講
料

備
考

合
計
7回

　 受 講 者 及 び 施 設 と 講 師 と

ス ケ ジ ュ ー ル 調 整 し て 開 催 時 期 を 決 定

1回 90
分

1）
学
会
等
発
表
の
応
募

①
�研
究
テ
ー
マ
・
成
果
に
適
し
た
発

表
方
法
の
選
択

個
別
指
導

研 究 テ ー マ に 応 じ た 専 門 領 域 の 専 任 講 師 以 上 の 専 任 教 員

10
テ
ー
マ

・
�学
習
項
目
1）
～
2）

　
�1
テ
ー
マ

　
20
,0
00
円
／
年
度

・
�学
習
項
目
3）

�　
1テ
ー
マ

　
50
,0
00
円
／
年
度

・
�施
設
へ
の
講
師
派
遣

の
場
合
は
，別
途
�[
交

通
費
×
回
数
分
]が

必
要
で
す
．

・
�査
読
対
応
等
に
よ
り
，

年
度
を
跨
ぐ
指
導
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
．

・
�電
子
メ
ー
ル
等
で
の
指

導
も
含
み
ま
す
．

※
�発
表
す
る
学
会
等
に
つ

い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
．

②
�学
会
等
の
規
定
に
従
っ
た
応
募
資

料
の
作
成

③
応
募
（
エ
ン
ト
リ
ー
）

※
査
読
が
あ
る
場
合

※
査
読
結
果
へ
の
対
応

2）
発
表

①
発
表
資
料
の
作
成

②
発
表
原
稿
の
作
成

③
質
問
へ
の
対
応
準
備

3）
�学
会
誌
等
へ
の
投
稿
論
文
の
作

成

①
投
稿
先
（
学
会
）
の
選
択

②
�投
稿
規
程
に
基
き
，
論
文
の
種
類
，

費
用
の
確
認

③
投
稿
論
文
の
作
成

④
投
稿
論
文
の
査
読
結
果
へ
の
対
応

⑤
論
文
採
録
時
の
対
応

20
16
年
7月
29
日
（
金
）
ま
で
申
込
受
付
（
必
着
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
翌
年
度
に
引
き
続
き
受
講
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
，
年
度
毎
に
申
込
が
必
要
で
す
．

回
数
開
催

時
期

時
間

学
習
項
目

学
習
内
容

形
態

担
当

定
員

受
講
料

備
考

1回

2 月 14 日 （ 火 ） 　 10
:4
5

～
16
:1
5

１ 日 （ ３ コ マ ）

1）
�研
究
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
指
導

の
ポ
イ
ン
ト

①
研
究
テ
ー
マ
の
設
定

講
義

専 任 講 師 以 上 の 専 任 教 員

10
名

1人
13
,5
00
円

・
�グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
主

と
す
る
研
修
で
す
．

・
�受
講
者
自
身
が
主
体
的

に
参
加
し
学
習
さ
れ
る

こ
と
を
望
み
ま
す
．

②
文
献
検
索

③
文
献
講
読

④
研
究
デ
ザ
イ
ン
，
方
法

⑤
倫
理
的
配
慮

⑥
研
究
計
画
書

⑦
研
究
の
実
施

⑧
�研
究
の
ま
と
め
方
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

2）
�自
分
の
研
究
指
導
上
の
課
題
と

そ
の
対
応

①
�自
分
自
身
の
指
導
上
の
課
題
の
明

確
化

演
習

②
課
題
解
決
に
む
け
た
糸
口
の
発
見

20
16
年
12
月
26
日
（
月
）
ま
で
申
込
受
付
（
必
着
）　

ア
ド
バ
ン
ス

コ
ー
ス

院
内
研
究

指
導
者
コ
ー
ス

研
修
の
ね
ら
い

研
修
の
対
象

研
修
の
申
込

研
修
の
ね
ら
い

研
修
の
対
象

研
修
の
申
込
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30

 
卒

業
生
の
皆

様
 

 
京
都
橘
大

学
看
護
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

 
所

長
 

 
梶

谷
 

佳
子

 
 

京
都
橘
大
学
看
護
キ
ャ
リ
ア
開
発
事
業
－
『
た

ち
ば

な
SI
M
20
16

』
－
の
ご
案
内

 
  
本
学
で
は
，

20
12

年
度
か
ら
看
護
キ
ャ
リ
ア
開
発
事
業
を
開
始
し
，
本
学
部
の
卒
業
生
に
貢
献
す
る
事

業
と
し
て
－
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
－
を
開
催
し
て
い
ま
す
．

20
15

年
度
か
ら
は
，
名
称
を
「

Sk
ill

s 
La

b」
か
ら
『
た

ち
ば

な
SI

M
』

と
し
ま
し
た
．

SI
M

と
は
，

”s
im

ul
at

io
n”
の
略
で
す
．
学

び
舎

-京
都
橘
大
学
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

(模
擬
患
者

)を
用
い
る
な
ど
，
実
践
に
即
し
た
看
護
を
学
習
す
る
機
会
・
場
に

と
し
た
い
と
い
う
望
み
か
ら
で
す
．

 
『

た
ち

ば
な

SI
M
』

の
特
徴
は
，
単
独
の
看
護
技
術

(S
ki

ll)
を
習
得
す
る
だ
け
で
な
く
，
対
象
に
適

し
た
看

護
を
提

供
で

き
る
よ
う

，
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

学
び

，
看

護
実

践
力

を
強

化
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

．
今
ま

で
に
研

修
に

参
加
し

た
卒
業

生
は
，

看
護

に
関
す

る
知
識

や
技
術

の
基

本
を

再
確

認
す

る
機
会
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
．
ま
た
，
多
く
の
施
設
で
働
く
仲
間

(先
輩
や
後
輩

)と
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
を

通
し

て
，

看
護
実

践
を
見

つ
め

直
し
，

自
信
を

持
つ

機
会
と

も
さ
れ

て
い
ま

す
．

臨
床
で

は
聞
き

に
く
い

こ
と

も
あ

り
ま
す

が
，
こ

の
研

修
で
は

気
兼
ね

す
る
こ

と
な

く
、
何

で
も
聞

く
こ
と

が
で

き
ま
す

．
さ
ら

に
、

シ
ミ

ュ
レ
ー

タ
な
ど

を
用

い
て

看
護

を
実

践
す
る

た
め

，
十
分

な
時
間

を
か
け

て
実

践
を

振
り

返
る

こ
と
が
出
来
ま
す
し
，
失
敗
し
て
も
繰
り
返
し
て
学
ぶ
こ
と
も
出
来
ま
す
．
 

  
 

20
15

年
度
か
ら
は
，
新
人
看
護
師
に
も
対
象
を
広
げ
て
開
催
し
て
い
ま
す
．
看
護
経
験
年
数
に
関
わ
ら

ず
，

み
ん

な
で

協
力

し
な

が
ら

，
看
護

職
と
し

て
さ
ま

ざ
ま

な
状
況

・
場
面

に
応
用

で
き

る
基
本

的
な
知

識
・

技
術

・
態
度

を
気
軽

に
学

び
ま
し

ょ
う

．
ま

た
，

先
輩

と
後
輩

，
教
員

が
軽
食

を
と

り
な
が

ら
交
流

し
た
り
，
気
軽
に
質
問
し
た
り
す
る
時
間
と
場
も
設
け
て
い
ま
す
．
所
属
施
設
で
の
研
修
に
プ
ラ
ス
し
て
，

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
．
皆
様
の
参
加
を
，
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
．

 
 1 .
研
修
内
容
，
開
催
日
時

 

 2.
参
加
費
 
卒
業
生
：

1
人

1
回

2,
00

0
円
 
昼
食
弁

当
付

 
 3.
参
加
定
員
 

1
回

20
名

 
 

回
 

研
修
内
容

 
開
催
日
時

 

1 
◈
循
環
機
能
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 
  

5
月

15
日

(日
) 

 1
0：

00
-1

6：
00

 

2 
◈
呼
吸
機
能
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 
  

6
月

5
日

(日
) 
 

 1
0：

00
-1

6：
00

 

3 
◈
急
変
時
の
看
護

 
  

7
月

31
日

(日
) 

 1
0：

00
-1

6：
00

 

4.
申
込
期
間
・
申
込
方
法

 
 
申
込
期
間
：
随

時
受

付
（

定
員

に
な
り

次
第

、
締
め

切
り

ま
す
）

 
申
込
方
法
：
：

E
-m

ai
l，

Fa
x，

ま
た
は
郵
送

 
 
・
別
紙
「
【
た
ち
ば
な

SI
M
】

20
16

」
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
ご

記
入

の
上
，

E
-m

ai
l，

Fa
x，

ま
た

は
郵
送
に
て
，
下
記
宛
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
．

 
・
受
講
料
金
は
，
受
講
申
込
後
担
当
事
務
よ
り
支
払
い

方
法

を
ご
案

内
い

た
し

ま
す

．
 

       
 

 
※
 
参
加
証
受
領
後
欠
席
す
る
場
合
は
，
必
ず
前
日
ま
で

に
上
記

宛
に

ご
連

絡
く

だ
さ

い
．

 
        高

性
能

な
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
演

習
す
る
か
ら
，

実
践

的
で
，
楽

し
く
，
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
学
べ
た
よ
．

 

基
本

を
詳

し
く
学

べ
る
し
，
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
を
使

っ
て
，
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い

し
，
自

分
の
実

践
を
振

り
返

り
，
実

践
に
生
か
せ
る
よ
．

 

先
輩

や
後

輩
，
グ
ル
ー
プ
で
一

緒
に
考

え
た
り
，
教

え
て
も

ら
っ
た
り
，
深
く
学
べ
ま
し
た
．
〔
プ
チ
同
窓
会
〕で

す
！

 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

 
 

 
 
京
都
橘
大
学
 
看
護
教
育
研
修

セ
ン

タ
ー

 
 

 
 
〒

60
7-

81
75

 
京
都
市
山
科
区

大
宅

山
田
町

34
 

 
 

 
E

-m
ai

l：
3a

ca
de

m
ic

@
ta

ch
ib

an
a-

u.
ac

.jp
 

 
 

 
TE

L＆
FA

X：
07

5-
57

4-
41

33
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【
お

申
し

込
み

・
お

問
い

合
わ

せ
】

 
 

申
込

期
間

：
20

16
年

3
月

16
日

（
水

）
～

20
16

年
4
月

15
日

（
金

）
※

期
間

内
必

着
 

申
込

方
法

：
別

紙
の

申
込

用
紙

に
必

要
事

項
を

ご
記

入
の

上
、

E
-m

ai
l、

FA
X
、

ま
た

は
郵

送
に

て
 

下
記

ま
で

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。

申
込

受
付

後
に

振
込

用
紙

を
郵

送
い

た
し

ま
す

。
 

  
 

 
京

都
橘

大
学

 
看

護
教

育
研

修
セ
ン
タ
ー

 

 

〒
6
0
7
-
8
1
7
5
 
京

都
市

山
科

区
大

宅
山

田
町

3
4
 

E
-
m

a
il
：
3
a
c
a
d
e
m

ic
@

ta
c
h
ib

a
n
a
-
u
.a

c
.j
p
 

T
E
L
＆

F
A

X
：
0
7
5
-
5
7
4
-
4
1
3
3
 
※

9
:0

0
～

1
7
:0

0
（
土

・
日

・
祝

日
は
除

く
）
 

2
0
1
6
年

度
看

護
学

コ
ー

ス
履

修
者

の
た

め
の

学
修

成
果

レ
ポ

ー
ト

作
成

サ
ポ

ー
ト

講
座

 

 
京

都
橘

大
学

看
護

教
育

研
修

セ
ン

タ
ー

 
   

京
都

橘
大

学
健

康
科

学
部

心
理

学
科

通
信

教
育

課
程

で
看

護
学

コ
ー

ス
の

科
目

等
履

修
生

と
し

て
修

了

さ
れ

た
皆

さ
ん

が
、

大
学

評
価

・
学

位
授

与
機

構
に

学
位

申
請

を
さ

れ
る

際
に

学
修

成
果

レ
ポ

ー
ト

の
提

出
が

必
要

で
す

。
 

 
学

修
レ

ポ
ー

ト
作

成
に

む
け

て
、

何
を

書
こ

う
か

、
ど

の
よ

う
に

進
め

て
い

っ
た

ら
よ

い
か

な
ど

、
不

安
を

お
持

ち
の

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る

と
思

い
ま

す
。

そ
の

よ
う

な
方

々
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

講
座

を
開

催
い

た
し

ま
す

。
 

 
こ

の
講

座
は

、
学

修
レ

ポ
ー

ト
作

成
の

ス
タ

ー
ト

を
応

援
す

る
も

の
で

す
。

個
人

指
導

で
は

な
く

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
学

習
を

進
め

ま
す

。
学

位
申

請
と

い
う

同
じ

志
を

も
つ

人
が

互
い

に
支

え
あ

う
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

作
っ

て
く

だ
さ

い
。

そ
し

て
、

受
講

後
は

、
互

い
に

支
え

あ
っ

て
学

修
レ

ポ
ー

ト
作

成
に

取
り

組
ん

で
く

だ
さ

い
。

 
 【

受
講

対
象

者
】

 
本

学
の

科
目

等
履

修
生

「
看

護
学

コ
ー

ス
」

を
修

了
さ

れ
た

方
お

よ
び

修
了

見
込

の
方

で
、

 
20

16
年

10
月

期
申

請
ま

た
は

20
17

年
4
月

期
申

請
を

予
定

さ
れ

て
い

る
方

。
 

 
 

 

※
通

信
教

育
課

程
の

前
期

科
目

修
了

試
験

は
9
月

上
旬

に
実

施
さ

れ
ま

す
。

 
 

 
 

履
修

中
の

方
は

し
っ

か
り

と
学

修
計

画
を

立
て

て
、

看
護

学
コ

ー
ス

の
科

目
修

了
試

験
に

向
け

て
の

勉
強

お
よ

び

学
修

成
果

レ
ポ

ー
ト

の
作

成
を

進
め

て
く

だ
さ

い
。

 
※

未
修

得
単

位
が

あ
り

、
2
0
1
5
年

度
に

在
籍

期
間

延
長

予
定

で
本

講
座

の
受

講
を

希
望

さ
れ

る
方

は
，

事
前

に
通

信

教
育

課
に

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

．
 

T
E
L：

0
7
5
-
5
7
4
-
4
3
3
5
 

※
9：

0
0
-
1
7：

0
0
(
土

・
日

・
祝

日
は

除
く

)
 

E
-
m
a
i
l：

a
d
m
i
n
@
t
a
c
h
i
b
a
n
a
-
e
c
h
o
o
l
.
j
p
 

（
講

座
申

し
込

み
先

で
は

あ
り

ま
せ

ん
の

で
ご

注
意

く
だ

さ
い

）
 

 【
日

程
お

よ
び

プ
ロ

グ
ラ

ム
】

 
 

 
2
セ

ッ
ト

を
開

催
し

ま
す

。
A

日
程

、
B

日
程

の
い

ず
れ

か
一

方
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。

 
 

 
※

 
2
セ

ッ
ト

の
受

講
は

で
き

ま
せ

ん
。

 
 

ST
E

P1
 

ST
E

P2
 

開
催

場
所

 
A 

日
程

 
20

16
年

5
月

17
日

(火
) 

20
16

年
6
月

14
日

(火
) 

京
都

橘
大

学
 

B
 日

程
 

20
16

年
5
月

26
日

(木
) 

20
16

年
6
月

23
日

(木
) 

  
 

A
日

程
、
B
日

程
い

ず
れ

も
2
日

間
の

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

す
。
ST

E
P2

の
み

受
講

は
で

き
ま

せ
ん

。
 

ST
E

P1
：

≪
テ

ー
マ

を
絞

る
≫

 
10

:3
0～

12
:0

0 
論

理
的

思
考

に
つ

い
て

(講
義

) 
講

師
：
京

都
橘

学
園

理
事

長
 

13
:0

0～
16

:1
5 

(休
憩

15
分

含
) 

レ
ポ

ー
ト

作
成

に
む

け
た

グ
ル

ー
プ

指
導

 
(グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

) 
講

師
：

京
都

橘
大

学
教

員
 

ST
E

P2
：

≪
レ

ポ
ー

ト
の

ア
ウ

ト
ラ

イ
ン

の
作

成
≫

 
13

:0
0～

16
:1

5 
(休

憩
15

分
含

) 
レ

ポ
ー

ト
作

成
に

む
け

た
グ

ル
ー

プ
指

導
 

(グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
) 

講
師

：
京

都
橘

大
学

教
員

 

 

 ※
 

受
講

前
に

、
学

位
授

与
申

請
案

内
『

新
し

い
学

士
へ

の
途

』
を

確
認

し
て

お
い

て
く

だ
さ

い
。

 
レ

ポ
ー

ト
の

形
式

等
に

つ
い

て
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

 
※

 
学

位
申

請
に

関
す

る
手

続
き

等
に

つ
い

て
は

、
大

学
評

価
・

学
位

授
与

機
構

に
問

い
合

わ
せ

て
く

だ
さ

い
。

 
 【

受
講

料
】

 
 

ST
E

P1
の

み
 

15
,0

00
円

 
ST

E
P1

と
ST

E
P2

 
30

,0
00

円
 

※
 

ST
E

P2
の

み
の

申
込

は
で

き
ま

せ
ん

。
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